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3、2．1　試験条件

（、）水系環境調節装置　流水式

　　　　試嚇槽瞬発性化学物質用難度試験装置鞭用）

　　　　　ガラス裂

　　　　　容　　量’　　100五

　　　　　流水・量　1155z／日

　　　　　原液昔2：希釈水一2〃紛：8・鮮／分

　　　．251（b）で調製しπ分散液を希釈して原液とした。

　　　　　　　第1濃度区用原液12　ppm（w／v）

　　　　　　　第2濃度区用原液　1・2Pl）m（w／v）

　（b）試験魚

　　　　コィ　平均体重　22．O　g

　　　　　　　平均体長　　9．7㎝
　　　　　　　　　　　　せ　
　　　　　　平均脂質含量　5・4　缶

　　　甚5齢BlighandWJ．Dyer」・an・よBi・chem・Phyもi。L，

　　　　　57，9U〔1959）

　（c）　外部消毒及び順化

　　（1）外部消毒　　　　　　　　　　　こ

　　　　　ユヒ水状態烈・ppm塩脚・・テトラサイクリ琢瀦

　　　　　で24時間薬浴を行っ1ヒ

　　③　順　　化

　　　　　　25℃x14日間

　（d）試験温度　25士q℃

（e〕

（f｝

水槽中の溶存酸素量

　図一工8及び1－9参照

水槽濃度

設定理由
融」1従量擁磁脚1…3PPm〔図一一10参鵬

留る．水分析時の前処麟作に加て5・倍齢して

回収率が85．9％偽り、水撒脚低下を2。％と見

込み、第2輝区の水槽濃度を・・OO3ppn1と設定し“

．劉濃駆鷹2灘区鋼賠に設定した。
（計算式）　第2濃度区旺）水槽濃度は

　　　　　　　0．ユ．3　　　　　　　　　　　　　　　　≒　 0喜OO3　ppm『〔なる

　　・器・・端・巫ぜ
　　　　　　　　　　　　　　　　〔単位ppm　w／v）
設定値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハユ
　　『一一’一一一分散剤　　　　　　　　供試物質－〇一20　HGO．存0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．0
第1濃度区

第2濃度区

実測値

表一1

0．03　　　　　　3。O

O．003　　　0・3

＿一
＿　一　一　一　一

@1　W
一　2　W

一第1濃度区
27．3 29．3

第2濃度区 2．53 2．5

一　　一一

0．3

灘倍率を求め疎めの平均濃劉単位ppbw／v）



5．2．2　分析条件

（a）使用分析機器及ぴ条件

　　・　魚体分析

　　　　装　　　置

カ　　フ　ム

　　カラム温度

　　キャリアガス

　　検　出　器

・　’水分析

　　装　　　置

GO条件
カ　　ラ　　ム

　キャリアガス

質量分析計条件

　セパレータ温度

　イオン化電圧

　加速電圧

　イオン源温度

　測定m／e

ガスクロマトグラフ

型一日本電子JGO－20K

5％　OV－1／クロモソルブWAW珈GS

l　m　X2㎜φ，ガラス製

100℃

N2

F　I　D

ガスク・マトグラフー質量分析計

型一日立RMU－6MG

5％OV－17〃・モノルブWHP

lm×5㎜7f，ガラス製

He

200℃

20　eV

5．2KV

180℃

97

〔b）標準溶液の調製法

　・　魚体分析
　　　　供試物質1・・碗精秤しク・・ホルムに溶解後詮量

　　　　を1・・派定容して1・巳・ppm〔w／v）の標準髄調

　　　　製した．これをク・・ホルムで希釈して所定濃度の

　　　　標準溶液を調製した。

　・　水分析
　　　　供試物質1・・耽精秤しn一ヘキサンに溶解後・全量

　　　　を1・・確定容して1…ppm〔w／v）の標準溢調

　　　　製した．これをn一一キサン稀釈して所定濃脚標

　　　　準溶液を調製した。



（c）　分析試料α）前処理

　（1）　魚　体

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　試　験　魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　｝　一
　　　　　　　　　　　　　・体重，体長温rj定
　　　　　　　　　　　　　・細片化
　　　　　　　　　　　　　←．1N水酸化カリウムエタノr’レ溶液5碗
　　　　　　　　　　　　　・加熱（100℃，2時前）
　　　　　　　　　　　　　・放冷
　　　　　　　　　　　　　・傾しや一
　　　一〔一　＿

塁ゼ圭翫∵1｝…

一画1』墾沓E認

　　　　　　　　　　鴨魏＿．、＿、

　　　　　　　　　　溶出司

　　　　　　　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　　　　　　㌻編　ムlo謡｝x5回

　　　　　　　　　　　　　　・定容20泌（クロロホルム）

　　　　　　　　　　醐

上記操作による回収率〔供試物質120μg添加） 89．8％

骨4　カラムクロマトグラフの条件

　　　　ク。マト管　　20泌φ，ガラス製

　　　　充てん剤　5％含水塩灘アルミナ109〔GmbH＆磁）

　　　　　　　　　　　（、・一ヘキサンで充てん）

　　　分画法：第1画分　　　n一ヘキサン　　　50㎡

　　　供試物質は第1画分に溶出する

（2）　試験水

水＿．引

試験水1
　　　　　　　　　・第1濃度区　第2濃度区

　　　‘採水　　　　　10［堀ε　10011雇

　　　イ■・塩化到・リウム509　5㈹g

　　　－n一へ　，50雇1［10泌｝x2回

　　　・振とう

n一ヘキサン層

　　　・脱水ろ過

　　　ド濃縮
　　　←定容　10曜（n一ヘキサン）

GO－MS試料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1区89・O％
上記操作による回収率（供試物質3μ9添加）第2区　85．9％



4．　試験結果

4．1　供試魚の状態

　　外観観察結果　正常

4．2　濃縮度試験の結果

　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

1　W 2　W 4　W 6　W 8　W
10

第1濃度区
1，550

P100

1950

P780

2460

T880

4150

P1100

4150

Q890

301

�｡36

第2濃度区
2200

�C800

2840

Q390

4490

S050

3470

R830

4820

R170

黶@　　一　一　一　■　一

　392
P440

黶@　　一　　　　一　一　　ト

－

W

麓試験結果の表示につい磁縮倍率捉量轍の関係は次の通

サである。

一魚体中濃度（ppm） 濃　縮倍　率 計算方法（PP上n）

精度よく定量で

ｫる範囲
3．3　以上

第1区　110以上

墲Q区　！300以上

　　　A－　　　－
@O　　　　　D　　　x　一一一『一

100　　　B×F

参考値の範囲 0．15～3．3
　　　　　！謔P区4、．9～　110

謔Q区58～1300

B
第1区　4．9以下

謔Q区58　以下

O　　　　　D
検出限界¢）範囲 0．15以下 　　－X｛下一P00　　　E×F

A・精度よく定量できる濃度＝

B・検出限界の濃度　　：

0・回収率　：89・8多
D　・1魚　　体　　重　　　：　　30　　　　g

4．5ppm（図一4参照）

0．2ppm〔図一4参照）

　　E・最終液量：　20　記

　　F・分取比　　！

以　上



試験結果についての考察

〔問題点〕

本物質は5回の試験を行い、すべて異なつπ試験結果が得ら

　れている。これらの濃縮倍率のうち真の値はどれかが問題で

　ある。5回の試験条件の違いとしては以下のものである。

1．　1回目と2回目

　　i）装置として揮散性アクアト・ンか通常のアクアトロン

　　　か？

　　ii）∠ip．c・nt・の違い

　　iii）設定濃度の違い

2．　2回目と5回目

　　分散方法〔助剤の量）

　　その他のこととして魚の季節変動等が考えられる。

　　これらの各項については以下のように考えられる。

　（1）　1回目と2回目試験について

　　　i）について

　　　　装置の違いについては水槽濃度を実測しているので

　　　　　問題ないと思われる。さらに1，2回の水槽濃度の

　　　　　低下はほぼ同一である。

　　　ii），iii）　について

　　　　　1回目と2回目のB　O　Fが有意な差があるかどうか

　　　　　は以下のようにして評価できる。

1回目と2回目の平衡時にお・けるB（〕Fをグラフか

ら読み取ると次のようになる。

1回目　，6ip．cont．3，3％

　第1区〔30Oppb）12Dロ倍

　第2区⊂ろロppb）5日00～6000倍

2回目　 乙ip．　cont、　5、4％

　第1区（50ppb）15000倍

　第2区⊂　3ppb）14000倍
ところでBOFとZip，co且t・の関係を56年度委託

試験結果から見ると以下のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　B（｝F　　　　　B（〕F上ヒ

　　　　　　　　君ip．c。11し．55％　　5・4％

ベンジルエ＿テル　　204／347－17
ジフェニルメタン　　670　1218－1・8

2，4，6一トリクロロフエニル　2496　　4617－1．8
一（4Lニトロ乃ル）一工一テル

ポ1」ク「」。ナフタレン　　2986　4995－1・7

この値を用いて1回目の第2区〔30ppb）のBCF

を∠ip．c。nt．5、4％に補正すると

　（5000～6000）×1，8－9000～10800倍

となる。この値を2回目の第1区⊂50ppb）BOF

15000と比較するとB　GFのばらつき、水槽濃度

のばらつき等を考慮すれぱ同一であると考えられる。



結論としては1回目と2回目のBOFは〃pc・nt・

及び実験上のぱらつきを考慮すれば同一であると考

えられる。従ってBeFとしては〃p・c・nt・5・4％の

魚を用いると50ppb，3ppbで濃度依存はなく140日0

～15000倍と考えられる。〔300ppbは濃度依存性

　　　　あり〕

（2）　分散方法について〔特に助剤の使用量）

　　「分散剤使用による濃縮性への影響」については、当協

　　会で実施した試験の結果をもとに統計的解析を行った結

　　果、分散剤の種類、濃度は濃縮性に影響を■与えないとい

　　う結果が得られている。

　　〔55年6月試験法分科会提出資料）

　　しかし本供試物について行った2回目と5回目の試験の

　　結果を比較すると濃縮倍率は2回目が平均10000倍以

　　上、5回目は平均4000倍と異なっている。この両方の

　　試験条件の相違は分散剤の量のみであり、分散剤の使用

　　量の違いが結果に影響を与えたことが考えられる。

　　そこで分散剤の量比を変えて次のような参考試験を行っ

　　　た。

参考試験
1．　試験方法及ぴ試験条件

　1）試験期間　　1週間

　　　試験濃度　　100ppb

　3）分散剤　HCO20＋40（1：1〕20倍，50倍，100倍，200倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂試料に対して）

　4）その他試験条件、水分析、魚体分析法は本試験と同様な

　　方法で行った。

　　　T　L　m試験

　　　　48時間T　L　m値　100p　pm以上（分散剤100倍量使用）

2、　試験結果

　1）濃縮倍率を求めるための平均水槽濃度⊂PPmW／v）

　　　　参考表一1

　　～
　　1
　　　ヒ
　　　I
　　　i

分散　剤　量 20倍 50倍 100倍 200倍

口．0788 口．0792 O．0966 巳104

2）濃縮倍率

　　参考表一2

分　散剤量 20倍 50倍 100倍 200倍

濃縮倍率
｛490
Q590
P200

1430
W17
X42

994
T41
P020

718
S17
T58

3．　考　　察

　　補足実験の結果図一1，表一2のように分散剤の量によっ

　　て濃縮倍率に依存性があることが明らかとなった。すなわ

　　ち分散剤の増加とともに濃縮倍率の低下傾向があった。



2回目と5回目の試験結果の相異の主たる原因は分散万法

⊂分散剤の量）によることが今回の補足実験の結果から明

白となった。またTLm値についても2回目試験〔20倍

量使用）の48時間T　L　m値48・5PPm・3回目試験（200

倍使用）、今回新たに測定した100倍量使用の48時間

T　Lm値は100ppm以上の結果となった。このことは分散

方法⊂分散剤量）によって魚体中への取り込みがむさえら

れたと考えられる。

2回目と5回目本試験の試験結果の妥当性については、補

足実験で明らかなように分散方法（分散剤量）が大きぐな

ると濃縮倍率が低下する。したがって分散可能なできるだ

け少ない量で使用した2回目の試験が水槽濃度の低下はみ

られるが妥当な試験結果と考えられる。

以　上



参考データ

魚体部位別．1試験

10週間めの試験魚を2尾づっ、頭部、外皮〔頭部を除く皮、

うろこ、ひれ、消化管、えら〕内臓（消化管以外の臓暑暑〕・

可食部（上記の部分を除いた残部）に大別し・各重量を測っ

た後分析を行った。分析法は本試験の分析法に準ずる。

部位別試験結果
供試物質濃度（p1）1］、 供試物質重量比働 部位別重昂：比（殉

可食部
46・4（46．6）46．7

28．1　　　（30．ユ）32．1
52・1（52．7）53．3

第
　
－
　
濃
　
度
　
区

頭　部
174　（165）156

56・8（53．9）51．O
28ユ（26．8）25．4

外　皮
52・5（47．1）41．6 8・92

i
9
．
1
6
）
9
．
3
9

14・6（16．1）17．5

内　臓
103　（122）141

6・00（6．59）7．！8 5・02
i
4
．
4
9
）
3
．
9
5

可食部
15・6（12．6）9．68

37・9（33．9）29．8 53・8
k
5
3
．
6
）
5
3
．
4

頭　部
40・5（38．6）36．6

40・6（44．9）49．1

22．を　　　（22．8）23．4

外　皮
19．6　　　（17．1）！4．6 14・3

i
1
4
．
5
）
1
4
．
6

16．2　　　（16．8）17．4

内　臓
20・5（19．8）1－9．1

　7・17（6．87）’　6．57 7・75
i
6
．
8
6
）
5
．
9
7

〔 ）内の数字は平均値を表わ“．す’。

排泄性試験．

、。週間の試験終了’縺A正常超供試物質及び分散剤を含ま左

。レ、永）による排泄性試靴行なった・磁験7k榔［］Oz・流

　水量800阿’／昇の

　8慰物の試験魚中σ）供試物質羅の平二駅2尾）を田0と

　して、1，3，、7，14日目の試験魚中の供試物質の残留率を示した。

残 留 墨 （％）

1　日　目 i3　日日

；
7
　
日
　
目
1

　　l　　　　　i

第i，震度区
ユ48　　　　（188）228

60．5　　　（68．7）76．8 48・3（58．9）69．4
13．8　　　　（8．b9　3．38

第2濃度区
151（149）147

45．『／　　　　、　　　　（58，ユ．，70．5 8・93
i
6
、
4
1
）
3
．
8
9

15．6　　　　（8．78　！．95




